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ベダリアテントウムシの導入から百年

→ 入天敵の果た した役割と意義―

古橋嘉一

アグロカネショウ (株)技 術顧間

はじめに

古典的生物防除の奥型aSな成功例であるベダリ

アテ ン トウムシがわが国 に導入されたのは

1911年 でかれこれ百年が経過しようとしてい

る。また、同じころ侵入した書虫のヤノネカイガ

ラムシの天敵導入から 30年 が経過しようとして

いる。2種 の書虫とその導入天敵は時間が経過し

た現在、生物学的にはわが国に土着した富虫と天

散と位置づけることができる。

土着天敵研究が盛んであるが導入天敵やわが国

から移出された天散などから土着天敵の可能性に

ついても述べることにする。

I」 イセリヤカイガラムシ慢入とその後の歴史

1905(明 治 38)年 :

この年台湾でイセリヤカイガラムシが初めて発

見される。

田 1  イ セリヤカイガラムシの葛空臨木と瞬係者

(右時から二人目が鼻名伊之百装師)

1907(明 治40)年 ,

4月 7日  東 京の貿易商野沢源次郎がアメリカ

からオレンジ、レモンの箇本を輸入し、これを

静岡県興津町の井上馨局」EE柏橘園、慶高務省農

試目基書Eに昏贈する(のちに大発生したイセリ

ヤカイガラムシはこのときのレモン宙に付着し

て輸入されたときえられている)。

同年イセリヤカイガラムシが台湾で繁殖をたく

ましくする。

1903(明 治 41)年 :

`台湾のイセリヤカイガラムシが猛威をlslるう。

農商務省は係宮 (素木得―技師)を アメリカヘ

派遣 して天敵ベタリアテン トウムシの輸入を

はかる。

1911(明 治44)年 :

・5月 興津の井上侯爵別邸相橘園に裏様な書虫が

発生 (のちにこれがイセリヤカイガラムシと判

明)。

・10月 8日  桑 名伊之吉技師の鑑定で 5月 来興

津の井上相橘園に発生している相橘書虫がイセ

リヤカイガラムンと判明、大騒動となる。また

同園のイセリヤカイガラムシ発生状況調査中に

ルビーロウムンの香生も発見し、騒さはますま

す大きくなる。

10月 20日  静 岡県知事松井茂が井上相橘園

のイセリヤカイガラムシ、ルビーロウムシ両書

虫の被告状況を視察。

10月 27日  イ セリヤカイガラムシ、ルビー

ロウムンの被書果焼却作業が始まる(この日よ

り明治 45年 2月 24日 まで焼却、伐採、青酸

ガス燻蒸、石油ヨL剤散布、細返し、雑木草処分

などあらゆる防除手段がこられた)。

静岡県は興津gtlのイセリヤカイガラムシ防除の

ために経費 1万 2干 円を投じて、3期 防除計画

を企画し、実施する。

台湾総督侑よリペダリアテントウムンを移入す

る。静岡農試がイセリヤカイガラムシの飼育所

を開設して、天敵ペタリアテントウムシの飼育

を始める。ペタリアテントウムシ飼育費として

1,616円 の国庫補助金が交付された。

1912(明 治45)年 :

2月 24日  イ セリヤカイガラムシ隔E除事業終

了。



1912(明 治 45)年 ～2003(平 成 15)年 :

ベダリアテントウムンの増殖配布事業が 91年

間実施された。

上記のように、1911(明 冶 44)年 にイセリ

ヤカイガラムシは、静岡県輿津町で発見された。

イセリヤカイガラムシの発生園が、明治の元勲と

称された侯爵井上撃の別EEに付属する憎橘園であ

ったことが、その後の対応を迅速にさせたものと

きえられる。

井上侯爵が興津に別邸を設け、その劇邸に関設

した相橘国には、毎年蜜相の色づく頃、東京から

特局」列車を仕立て、政界の名士や外資宮、新橋、

赤坂の名岐から軍楽隊まで涌朝し、局」確の門前に

仮停車場を作り、園遊会が催された。老侯が病気

の時は、急行列車までBI」近を徐行させ、国道には

ムシロを敷いて、車馬の騒音を防ぐと云う状態で

あつたという。

アメリカで大きな被書を出し、台湾で猛成を振

るつている憎橘言虫のイセリヤカイガラムシが、

井上侯爵月」邸の相橘園で発見されたことから、伊

岡県は直ちに震商務省と協議をおこない、とりあ

えす震商務省震事試験場目去=D、農商務省本省、

静岡県立麓事試験場、静岡県に府急調査をおこな

わせることにし、関係機関の人びとを動員して

10月 9日 から15日 にいたる7日 間、井上相稲

園を中 blとする隣接地―帯に渡ってイセリヤカイ

ガラムシの調査が実施された。

調査の結果は、井上候爵局」13の相橘園約4811歩

にイセリヤカイガラムシの発生を記め、さらに接

続する一般履家のlJ橘園にも伝幡していることが

判明し、この調査によってこれまで末発生のルピ
ーロウムシも井上相橘園から発見された。

しかも、第 1回 の調査結果では、想像以上に重

延区域が拡大していることが判明し、高び窟商務

省との協議を開き、井上4U橘園はもちろん、周辺

全域における第2回 目の調査をつきのような調査

項目についておこなうことを決定している。

① 調 査区域内の各相橘桐にイセリヤカイガラム

シ、ルビーロウムシが付着しているかどうか。

② も し付着していればその程度、状況はどうか。

③ 相 桶樹以外の植物にイセリヤカイガラムシ、

ルピーロウムシが奇生しているかどうか。そ

の程度、状況はどうか。

④ 箇 木の販売者と最近における苗木の売りさば
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き先、その種類と本数。

⑤ そ の苗木商が売つた苗木の行先地では①、②、

③頂の事情はどうか。

⑥ そ の宙木商から宙木を貫いとつた者が、他ヘ

転売したときは、さらにその行先地について

同様の事項を調査する。

10月 20日 に始まったこの 2回 自の調査は2

5日 に終了した。6日 間の短時日の間に発生地域

の全1或が隈なく調査され、宙木高が販売 した

6.074本 の苗木の裁植地も調査された。さらには

県外へ移出された宙木についてもそれぞれ関係者

によって調査された。

I-2ベ ダリアテントウムンの導入と増殖配布事業

静岡県当局は、震商務省震討桑名伊之吉技師の

提言にもとづいて、震商務省と協議し、本省の指

導と効成を受けて天叡ベダリアテントウムシの繁

殖 配 布をおこなうべく計画した。そこで農商務

省は、この事業費一切を国費の中から静岡県に交

付し、実際の事業には静岡県震事甜験場に委託す

ることとした。

1868年 アメリカ カ リフォルニフ州に侵入した

イセ リヤカイガラム シによる相橋の校書は

1887年 頃になると甚大な校客となり柏橘産業

は壊減寸前の状況にあった。1888(明治 21)年ミ

アメリカ連邦政府は、この督虫の原産地方―スト

ラリアに天散探索のため、政府寝業部技師アルベ

ル ト ケ ーベルを派遣し、天観のベダリアテント

ウムンを輸入し、人工増殖をおこなつて被書地に

放飼した結果、顕きな崎嚇効果をあげることがで

きた.こ のベダリアテントウムシ放飼による書虫

防除は世界で初めての天散利用による生物的防除

田2 ペ タリアテントウムシ



法の成功例であつた。

1905(明 冶 38)年 、日本領iの 一部であつ

た台湾にイセリヤカイガラムシが発生し、台北カ

面―帯の実桐 桐 木に惨書を与えるという事態に

当面すると、台湾総誉府震事試験場ではベダリア

テントウムシのアメリカ カ リフォルニア州‖にお

ける防除実績に基づいて、総誉府震事試験場の素

木得一技師をアメリカに派遣し、輸入をおこない

合湾において増殖 放 飼が実施され、顕書なlFJ除

効果をあげた。

1911(明 治 44)年 10局 より翌年 1月 にベ

ダリアテントウムシは数百頭が台湾総督府殖産周

よリイセリヤカイガラムシ発生の静岡県に移入さ

れ、飼育事業が開始された。当時の静岡県震事試

験場では、本事業の始まつた 1912(明 治 45)

年から配布要請に応じて静岡県の内外を問わす配

布をおこない、1960(03和 30年 )ま での 40

余年間の配布数は 345万 頭であつた。この数字

を見るだけでも、イセリヤカイガラムシの侵入後

におけるベダリアテントウムンの飼育 配 布がい

かにイセリヤカイガラムシ防除に貢献したかを矢B

ることができよう。

この増殖配布事業は 1912(明 治 45)年 ～

2003(平 成 15)年 までの 01年 間、国庫補助

事業として静岡県によ 19実施されてきたが、

2003(平 成 15)年 の農実取締法の改正により、

ベダリアテントウムシは 「特定農票」扱いとなり

事業は中止された。

I-3イ セリヤカイガラムシ防除事業の意豪

以上述べてきたように、イセリヤカイガラムシ

が発見されると、直ちに撲滅事業は関始された。

1911(明 治 44)年 10月 27日 に始まり、1912

(明治 45)年 2月 24日 の終了に至るまでの期

間は 6ヶ 月間の短期間であつた。国、県、地元の

行政、農業関係機関が一体となつて実施した結果、

このような短期間で実施できたのであるう。

イセリヤカイガラムシ駆除事業が終了した後も

イセリヤカイガラムシこ天散ベダリアテントウム

シの研究は続けられ、その事業については静岡県

内務部 (1912)に より 「いせりや介殻品信[除之

顛末J、研究成果については農商務農務局(1917)

により 「べだりあ剤品展いせ19や介殻轟二関スル

研究Jの 。F細な報告がされている。実験器具や研
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究設備がほとんど無いこの明治B3代に、このよう

な優れた調査結果が実植されていることに敏服し

ている。

この事業により、嵩酸ガス薫蒸や機械油が新 し

く開発され、その後の書虫85除に使用されるよう

になつた。

イセリヤカイガラムシのるE除事業は終了したも

のの根絶できたわけではなくイセリヤカイガラム

シは全国の相橘産地に拡大していつた。しかし、

その防除手法は青酸ガスや機械)口ではなくベダリ

アテントウムシ増殖配布事業により配布された天

敵のベダリアテントウムシによるものであり、防

除効果は半永続的に続き、経済効果は相橘産業に

とつて大きなものであつた。

IⅢ ヤノネカイガラムシの慢入と導入天F4R

長崎県伊木力村地力のミカン国でヤノネカイガ

ラムシの発生が言3め られるようになつたのは

1897(明 治 30)年 頃からで、その綬書が徐々

に拡大して一般生産者が被書に注目するようにな

つたのは、それからさらに 10年 近く経過した

1907(明 治 40)年 前後のことであつた。1007

(明治 40)年 、桑名伊之吉によって、この富虫

は β化ヵね銃 ガつo/7999S Kuwana (後 に

働,aS体 ンタ7て力ensiS)と命名された。ところが、

1907(明 治 40)年 以降になるとヤノネカイガ

ラムシの発生地1或は急速に拡大し、1909(明 治

42)年 には広島県へ伝播したのを手始めとして、

またたくまに九州‖ 中 国 近 畿―円の相橋産地に

拡大し、その被書が問題になつた。

静岡県での発生は 1924(大 正 13)年 の 9月

11日 、国万郡西浦村であつた。ヤノネカイガラ

ムシの加富は昏生桐の豪を赤く枯らしたのち、放

任しておけば3,4年 で樟iを1古死させてしまう恐

ろしい書虫であり、唯一の防除手段は言酸ガスに

よる粛蒸であつた。

1924(六 正 13)年 9月 の西浦村におけるヤ

ノネカイガラムシは、1917(大 正6)年 の書に

日方38内浦村重須の生産者が長崎市に在住する知

人の手を経て導入した早生温州の宙木に付着して

侵入したものらしいことが判明した。したがつて、

ヤノネカイガラムシが導入されてから発見までの

間には7年 という年月が流れていた。

ヤノネカイガラムシの発見後、すくさま調査斑



を組織して調査にあたったところ、内浦村、西浦

村における被書面積は実に14町 3反 に及んでし

まつていた。1031(0召示86)年 の 7月 には沼津

市内に伝播し、1932(昭 和 7)年 12月 には日

方31川西戸沢、1924(六 正 13)年 の発見から

10年 後の 1934(8召和 9)年 8月 には1市 23B

6町 に及び、被告面積はおよそ330町 余に上つ

ていた。それから2年 を経過した 1936(8宮 和

11)年 5月 には、蒲原町由比町でも雪生が発見さ

れ、その後静岡県全域に発生地域を拡大していつ

た。

この書虫はイセリヤカイガラムシと同じように

笥生密度が高くなると欄を枯死させてしまうので

生産者にとっては最も重要な書虫となつた。

この書虫の防除はイセリヤカイガラムシの防除

で開発された青酸ガス薫蒸が最も効果的な防除手

段として利用され、有機合成農葉が出現する8召示0

30年 代まで主要な防除剤として使用されてきた。

果桐関係の研究者の機関話 「中央園芸」を主掌

した内日悠太氏は辞世の旬を詠み 「われ死なば煙

となりて立ち昇り蜜相の虫をすべて死さん」の旬

を残している。亡くなる数日前に色紙に書かれた

と間く。
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り、探索や導入の試みがなされてきたが成功しな

かつた。中国からの天敵導入はみかん農家にとっ

て永年の意願だつたことになる。

1980(8召 利 55)年 、中国へ 「静岡県相橘書

虫利用技術交流団」が派遣されてヤノネキイロコ

バチとヤノネツヤコバチの香生蜂が導入されj静

岡県相橘試験揚により定書の司能性やヤノネカイ

ガラムシに対する防除効果が検討された結果、有

力な天散であることが確認された。

これらの奇生蜂は静岡県憎橋試験場で大量増殖

され、全国に配布された結果、現在では高は沖縄

県から北は千葉県や島根県など、相橘類の栽嬉さ

れている全りに生息するようになつている。

導入された 2種 の奇生蜂はヤノネツヤコバチ

にわc∞bius F2/rt7sとヤ ノネ キ イ ロ コバ チ

(力pケ お 招帰∽ 3お Sと 命名された。ヤノネキイ

CIコバチは初めて発見された新種であった。

ヤノネカイガラムンは静岡県においては導入後

10年 目のBF3除暦基幹防除から消え、20年 目の

2000(平 成 12)年 には震水省発生予察事業に

おいても指定病書虫から指定外病害虫となつた。

これまでヤノネカイガラムシの薬剤防除は年2～

3回 おこなわれていたが、ほとんど防除の必要が

なくなつたことになる。天敵により 1回 の防除が

肖」減されただけでも防除経費の肖」減は 10a当 た

り 4,300円 となり、わが国全体では年間約 34

億円と試算される。

正慢入を虫と導入天触の意張

これまで述べてきたイセリヤカイガラムシとヤ

ノネカイガラムシの共通点として①侵入書虫であ

ること、②桐を枯死させてしまうことが挙げられ

る。それまで生産者の書虫に対する認識は作物を

枯死させ、収量を減少させることで、果実の外観

への影響については被書の認識はなかつたようで、

明治 22年 に出版された 「相橘栽増録」では年頭

虫 (ゴマダラカミキリ)、芭虫 (アゲハ)、自粉虫

(ワタカイガラ?)の 3種 が書虫として記載され

ているのみである。イセリヤカイガラムシが侵入

する以前はゴマダラカミキリが制を枯死させる畦
一の書虫として認識され書虫の冒頭に挙げられて

いるのであろう。

それ以外の書虫も存在したが虫書が精]を枯死さ

せす、収重に影響しない場合、病気も含め病書虫

田3 内 日は太氏の辞世の旬

農案が無か つた当時のヤノネカイガラムシの防

除が、いかに大変だつたかを物語 つていよう。

エー2中 国からの天敵導入とその経済効果

静岡県におけるヤノネカイガラムシは 1924

(六正 13)年 に西滴で最初に発見され、 1940

年代には静岡県全域で発生が認められるようにな

つた。この書虫が中国からの侵入雪虫であること

から、その原産地の中国には有力な天敵が生息 し

ているのではないかと予測 し、多くの専門家によ



としての認識は無かつたようである。つまり、病

書虫が存在しても、病虫書が問題にならなければ

病富虫として認識されす、防除の対象にもならな

かつたのである。

新しく侵入したイセリヤカイガラムシとヤノネ

カイガラムシは香生密度が高くなると樹を枯死さ

せる書虫であり、その虫書は生産者に書虫として

の認識を3Sく与えたことになる。これらの書虫防

除のための吉酸ガス薫蒸や機械油、石灰硫衰合剤

の開発による防除法が開発された。

イセリヤカイガラムシヘのベダリアテントウム

シの導入、ヤノネカイガラムシヘの寄生蜂天散の

導入は相橘植1をA6死させる書虫を天散で防除でき

るようになつたことから震薬を全く使用しない無

L5除園でも橋iが枯死することはなくなつた。今後、

IPMを 進める上で両天敵の果たす役書」は大きい

ものときえられる。また、その経済効果について

は前述した通りである。

これまでにベダリアテントウムシは 91年 間増

殖配布事業がおこなわれ、この間ベダリアテント

ウムシとヤノネカイガラムシの香生蜂日3布を通じ

て天敵についての概念を生産者が実際に利用して

認識してもらつたことの意議は大きなものがある

ときえている。また、ベダリアテントウムンは小

学校や中学校などへも理科の実験材料として送ら

れた例があり、天敵に対する認識の社会的な啓蒙

も果たしてきた。

Ⅳ 導 入天敵のと着化と■着天散の有効性

イセリヤカイガラムシの天敵であるベダリアテ

ントウムシとヤノネカイガラムシの2種 の天散奇

生蜂は定着してi着 化(以下土着化天散)し、各々

の書虫を防除の必要が無い密度に制御している。

現在、主着天散で防除しようとしている対象書

虫はi書 化天散のように低密度の状態での防除が

できす、恒常的な書虫として震実にその硫除を頼

5

つているのがほとんどである。
一万、外国へ渡つた富虫でその天敵探索などで

筆者が関わつた富虫にカンキツカタカイガラ

(Ooccusが θじむottag/70 1iarum)やヤマモモ

ノヨナシラミ( a々瘤わ9"廟 a ttricaうがあり、

それらの富虫にわが国から移出された寄生蜂天散

が優れた防除効果を挙げている。

それらの書虫に共通していることは、わが国で

は全く虫富が発生しない低密度が維持されている

ことである。恒常的な書虫にならない行J御要因と

して移出された天散がわが国では強力に倒いてい

るためと考えられる。

現在、■着天散利用の研究例は多いが、富虫が

恒常化しているのは有力な天散が存在しないから

であり、密度依存的に倒くこれらの上着天敵を対

象に実用化をめざしても、ほ場で実際に利用でき

る可能性は低いであろう。

もし、それらの天敵を利用するのであれば、ほ

場で使用されるすべての農実の書虫と天散に対す

る影響を明らかにすることが重要と考えている。

参者文献 :
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トビイロウンカの生物防除は可能か ?

鈴 木 お 人

ゆるがぬ室要吾虫の地位

日本における農葉富虫の防際史において、

イネウンカ類は格月」のl~置を占めている。江

戸時代に西日本で 100万 人の餓死者をだ し

たといわれる亭保の大凱饉 (1732年 )を 目

き起こしたのをは じめ、震業研究機関に初の

書虫研究部FB設置を促 した明治 40(1907)

年の大発生など、イネウンカ類は幾度となく

歴史に残る大災富をもたらしてきた。

戦後の植物保護行政の程 に据え られて き

た病富虫発生予察事業が発足する契機をな し

たのも、昭示015(1940)年 に起きたイネウン

カ類の激発であ つた。

この書虫に対処するために、これまでl彰六

な基礎研究と防除技術開発がおこなわれてき

た。 しか し、化学農薬や耐虫性品種などの防

除手段に対 して次々に抵抗性を発達させてき

たイネウンカ類は、今日もなお重要富虫の地

位を保 つている。

とりわけ、主要な長期残効性育宙箱施薬に

対する抵抗性を発達させたイネウンカ類の防

除対策は、抜本的見直 しを迫られている。高

齢化が極度にすすみ、経営難に陥 っている日

本の水稲震家が使えるイネウンカ類対策、軽

作業で低コス トの実用的防除法をどう開発 し

たらいいだろうか。イネウンカ類の中でもと

りわけ被嘗が大きい トビイロウンカを軸に、

発生予察を軸に展開されてきた研究成果を総

括 し、持続性のある実用技術のコ能性を検討

してみたい。

発生予察技術開発を目指す研究展開

トビイロウンカ野外個体群の動態は 1950

年代末から精力的に調査されるようにな つた。

本種の水国内における増殖過程の解析に新手

法を導入 し、定豊的な発生予察技術の基盤を

構築 したのは久野 (1968)の 研究である。 8

年間にわたり北九州におけるイネウンカ ヨ

コバイ類と天徹の空間角布および密度の変動

京 都 市

を解 析 した Kuno  a n d  H o k y O ( 1 9 7 0 )は 、水

稲級 書 をもた らす ピーク世代の密度 変動の約

60%が 侵 入 世 代 の密 度 によ って 説明 で き る

ことを明 らか に した。

折 しも 1967年 には潮U早南 汚 海上の定 点

気象観 測8。で セ ツロウ ンカ主体の イネ ウンカ

類の大 量飛来 が観察 され 、 ウ ンカ の海外飛 来

説が有 力 とな る。そ の結 果、 ト ビイ ロウ ンカ

の発生 予察の鍵 と して、 海外か らの飛来 予測

が クロ ーズア ップされ る ことにな つた。

岸本 によ る一違の研究 (岸本、 1975な ど)

に 続 い て 、 ウ ン カ の 海 外 飛 来 の 予 演Jは

850 h P a面 の気流解析 を用 いた 2次 元の長

距 離 移 動 予 測 (渡 退 ら、 1988 )、 さ らに 3

次元 の予測 へ と発展 し、 今 日で は高精度で飛

来 源の特定 が可能 にな つている (Otu k aら 、

2006)。

飛 来 源 情 報 は 日 本 に 飛 来 す る ウ ンカ の 遺

伝的 特性 を把 握す る上で有益 である。しか し、

気象 条件の長 期予演Jが困難な現状 では、 ウ ン

カの 海外飛来 の時期や塁 を事前 に予測 して防

除対 策 を講す る ことは実 質不口能で ある。 こ

の市J約のため に、 海外か らの飛来解析 が発生

予察 に昏 うで きる側面 は限 られて いるのが現

状で ある。

中 国 に お け る 栽 培 品 種 の 変 1ヒな ど に起 因

して、イネ ウ ンカ類の 飛来景は 1980年 代の

後半か ら増 加 した。 しか し、侵 入世代の密度

が高 くて も トビイ ロウ ンカの発生が尻す ぼみ

に終わ る現 象が頻 繁 に観察 され、 本種の個体

群 動態 は久野 (196 8 )の 解析結果 で は説明で

きな いlB3面が ある ことが 明 らか とな つた。

渡進 ら (199 4 )は 九州 震業試Hg9場(現 九

州 沖縄 震業 研究 セ ンタ ー)で 195 0年 か ら

40年 間 にわ た り畜 積 され た誘殺灯 デ ータ を

解 析 し、 侵入世代 の密 度が低 いケ ースではそ

の後の増殖 率の変 動幅が大 き く、 ピーク世 代

の密 度が著 しく高 ま る年が ある一方で、極度

に低 下 する年 もある ことを見 出 した。増殖率



の変動要因が明らかになれば、発生予察技術

の改善が司能になるばかりでなく、新たな防

除技術開発の手に卜かりも生まれるであろう。

トビイロウンカの増殖率は トピイロウ ン

カの密度に強く依存することが知られている

が、それ以外にも増殖率の変動をもたらす数

多くの要因がある。その中で比較的影響が大

きいと考えられる要因が二つある。

ひ とつは トビイロウンカの飛来侵入が起

こる水稲の生育段階であり、水稲の殺りD反応

による卿死亡率がそれに依存する。もうひと

つは トビイロウンカの辺型発現性に強い影響

をもたらすセジロウンカの密度である。

しか し、これらの要因だけでは、実際に観

察される激 しい増殖率の変動を説明できない

ことがシミュレーションモデルで示された (

鈴木ら、末発表)。残された可能性は天散の働

きである。天敵の密度が トビイロウンカの増

殖率に及ぼす多大な影響については数々の根

拠がある (小林、 1961,Kenmoreら 、 1

984;沢 田ら、 1 991 i VVada and Nik、 1

992)。

天敵による崎除の可能性

天散の書虫密度 に対する機能33反価 は一

般に飽和型であリミ数的反応も飽和聖である。

すなわち、天散の働きは言虫密度が高いほど

低下する、密度逆依存性を特徴とする。 ト ビ

イロウンカの主要な天散であるクモ類もその

例外でなくミこの天徹には トビイロウンカ密

度を一定のレベル以下に制御する能力はない

とされてきた (久野、 1968)。

この指摘は、調査がおこなわれた水日にお

ける栽皓管理条件下には当てはまる。 しか し

ながら、天散のlglきが密度逆依存的であるか

らこそ、天散密度 (あるいは吾虫当たりの天

散密度)を 人為的に一定水準以上に保つこと

によつて、 ト ピイロウンカの発生を安定的に

ID怖」することが可能となるはすである(鈴木、

2002)。

今 日では トビイロウ ンカはア ジア全域で

重要書虫であるが、緑の革命以前の東南アジ

アでは トビイロウンカは富虫として調識され

ていなかつた。この事実は、少なくとも東南

‐7‐

アシアの水日では、天散が トビイロウンカを

安定的に低密度に抑制できることを示 してい

る。 ト ビイロウンカが東南アジアで富虫化 し

た主因は、天散に対する影響が大きい非選択

性殺虫剤の不適切な使用であるとされている。

東南アジアと日本の水口を比較すると、奇

生性天散の種数は東南アジアの力が多いが、

捕食性天散相には大きな違いがない。しか し、

水稲生育初期の天散密度には差があり、日本

では顕著に低いlF向がある。これが、日本で

は有機合成殺虫剤が使用される前から天散の

働きが不安定であ つた原因と目される。

日本における密度の低さが際立つ有力天

敵のひとつは、ウンカとともに海外飛来 し、

日本では越冬できないカタグロミ ドリカスミ

カメである。本種は発育日数が トビイロウン

カよりも短く、きわめて高い増殖能力を有す

る (鈴木 日 中ミ1996)。 おもにウンカ ヨ

コバイ類のりDの捕食者であり、共食い頻度が

低いこの天散の室内増殖は比較的容易である。

そこで、カタグロカスミカメムシの放飼増

強法によって トピイロウンカの密度ID制を試

みた。室内ケージ試験を経て固場で放飼試験

を実施 した結果、 ト ピイロウンカ 1対 カタグ

ロカスミカメムシ 1の 比率で放飼すれば、開

放系の水日でも トビイロウンカによる坪枯れ

を 防 止 で き る こ と が 実 証 さ れ た

(Matsumuraら 、2005)。 水稲作では通常

防除に多くのコス トをかけられないので、天

敵の放飼増強法を実用化できる場面はlPKられ

ているであろう。 しか し、侵入世代の トビイ

ロウンカの密度は九州においても 001-

01頭 というHBl低レベルであるので、カタグ

ロカスミカメムシの放飼数はりなくて済む。

さらに、代用餌leが発生するバンカープラン

ツを活用する方策も検討されてお 19、少なく

ともコス ト面の制約はクリアーできる可能性

がある。

i着 天敵ではキクリキ コモ リグモをは じ

めとするクモ類の働きが重要であることが広

く知られている。クモ類は高密度条件下では

激 しい共食いが起こるので、六最憎殖は困難

であり、放飼増強法は実質不可能である。そ

れにかわ って実用化が検討されてきたのは、
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平成21年 度第3回講演会のお知らせ

下記の日程にて生物的砿除部会の申或21年 度第3回 講演会を開催致しま帆 皆様のご参加をお待ち

致しま曳

記

平成21年 度第3回講演会の開催

平成22年 2月 26日 (金)午 後3時 ～58き30の

東京穣業大学世日谷キャンパス2暑 館3階  国 際震業開発学科会議室

演題1「 毘虫病原性ウイルスを利用したヤガ科書虫伽

演者  後 藤干枝氏 中 央農業総台研究センター総台的書虫管理研究チーム

演題2「 昆虫雪コ 鈍罰眠 るの新たなる利用洵

浸者  」 池ヽ正徳氏 帯 広畜産大学 環 境微生物学研究宴 教 授

なふ 講演会終了後に|よ 請康者a囲 んでの懇網会を予定していま曳

是非ご参集ください。

新 却

姫 篠 姫

〒15C― 東京都世日谷区桜丘1-11

1L 03-5477-241l u取 り

FAX 03-5477-4032
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